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行革大綱の重点事項番号
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岡鼻区画整理
換地業務委託
地区界測量

猪田西出地区　　排水路改修工事　L=2,178m

※農業生産性の向上、効率的・安定的な農業経営の効率等を
促進するため、地域の実情に即したきめ細かい土地基盤の整
備を行う。

平成18年度から支所事業を本庁集約
平成21年度は県費予算の都合で新規採択が見送られ
た。

※事業名が農用地高度利用促進事業から基盤整備促進
事業に統一され交付金名が元気な地域づくり交付金から
平成22年度からは農山漁村活性化プロジェクト支線交付
金に変更。
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事業実施地区の農道・用排水路等の農業用施設と施設を
管理する農家、農業団体
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西之澤川西農道台帳

市単舗装工事

山畑用水路改修

農業用施設を改良･改築することで施設の維持管理経費を軽減
することができる。
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15,000

岡鼻区画整理
換地業務委託
地区界測量

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

総合計画に基づき整備を促進する必要がある。
国費・県費補助が伴なう事業の採択を受けることで、受益者負担の軽減と市費負担の軽減を図る。

土地改良施設の経年劣化に対応して、補助事業による適切な工事を推進することで施設の長寿命化と維持管理費の軽
減に寄与している。
補助率が高く市財政負担の軽減を図れる。

新規要望事業地区の採択に努め、地区要望の実現に対応している。
予定工事については計画を達成でき整備が進んだ。

事業採択まで最短で3年を要し緊急性のある事業に対応できない。
工事の設計･施工は平成18年度より本庁に集約し職員配置の効率化に努め、さらに工事設計時には公共工事副産物対
策を考慮。
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その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

補助率：国50%、県10%、市25%、地元15%　用排水
他
　　　　　　　　　　　市30%、地元10%　Mプラン農道
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H22

A 拡大 国・県費の補助率が高く受益者の負担金も軽く、市費負担も軽減できるので当該事業の導入を積極的に進める。また、受益者と工事設
計段階からコスト削減に取組む。
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